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研究成果の概要（和文）：ベトナムは漢文化圏に属し、中国古典文学の大きな影響を受けてきた。本研究は、中
国側の資料とベトナム側の資料とを併用することで、ベトナムにおける中国古典歌謡文学の受容について複眼的
な研究をおこなうことに成功した。
　具体的にはベトナムにおいて、中国古典歌謡文学の一ジャンルである詞がいかに受容されてきたのかに着目
し、「ベトナム西山朝の潘輝益と詞牌楽春風」などを論文として発表した。
　またベトナムに所蔵される日本関連資料についても調査をおこない、「ベトナム漢喃研究院図書館所蔵の『日
本維新列家慷慨詩』および福田英子「致薛錦琴書」について」を論文として発表した。

研究成果の概要（英文）：Vietnam was concluded to the Chinese culture circle once, and influenced 
deeply by the Chinese ancient literature. We tried to use both Chinese and Vietnamese documents to 
do some research.
  One of the subjects of our research is how did ‘Ci(詞)’ be accepted by Vietnam, and the thesis 
Phan Huy ich, poet of Vietnam Tay son dynasty, and Cipai(詞牌) Lechunfeng(樂春風)  was published.
  We also focused on some documents related to Japan, and published the thesis The Research of 
Japanese Meiji Restoration Poetry and Fukuda Hideko's Letter for Xue Jinqin which are the 
Collections of the Institute of Han-Nom Studies.

研究分野： 中国文学

キーワード： ベトナム漢文学　阮綿審『鼓枻詞』　潘輝益『星槎紀行』　『日本維新列家慷慨詩』　福田英子「致薛
錦琴書」　『国色天香』　八旬万寿盛典　『楽府探珠』

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本中国学会に日本漢文部会が増設される
など、近年日本漢学への関心が高まりつつあ
る。また日中韓シンポジウムが多く開催され
るなど、東アジア全体で問題を共有しようと
する機運も高まっている。ところでベトナム
は現在では東南アジアの一員と見なされる
ことが多いが、元来漢文化圏に属する。東ア
ジア漢文化の問題を考える際に、ベトナムを
等閑視するようでは、不十分と言わざるをえ
ない。日本漢文学が可能であるならば、ベト
ナム漢文学も可能なはずである。ベトナム漢
文学の研究を進めることは、東アジアの漢文
学を考察する上で、これまで欠けていた視角
を補うことにつながる。 
 
２．研究の目的 
中国文学はベトナムでどのように受容され
たのか。また受容された中国文学は、ベトナ
ムでどのように現地化したのか。具体的にど
のような書物を通じて、中国文学はベトナム
に伝わったのか。これらを明らかにすること
で、漢文化が南方へどのように広がったかを
知ることができる。また日本・朝鮮の漢文学
と比較して、ベトナムでは漢文学の受容や現
地化にどのような差異が見られるのかを知
ることができる。中国文学という枠組みでは
なく、東アジア漢文学という視点から様々な
課題を問い直すことを目指す。 
 
３．研究の方法 
(1)ベトナムにおける漢文学の受容を研究す
る際、その受容の長い歴史・多岐にわたる文
学ジャンルの全体を研究することは短期間
では困難である。そこで研究範囲を、中国古
典歌謡文学、とくに詞曲に限定することよっ
て、効率的に研究成果を発表することができ
る。 
 
(2)ベトナムにおける漢文学の受容を研究す
るためには、そもそも中国古典歌謡文学に対
して十分な知識を有している必要がある。そ
こで、中国古典歌謡文学そのものの研究も同
時に進行させる必要がある。その上でこそ、
中国古典歌謡文学がどのようにベトナムで
受容されたのかを明らかにすることができ
る。 
 
(3)ベトナムの漢喃研究院は、多くの漢文資
料を収蔵しており、ここで資料調査をおこな
うことで、ベトナム・中国双方の資料を活用
することができるようになり、複眼的な研究
が可能となる。 
 
４．研究成果 
(1)中国古典歌謡文学がベトナムでいかに受
容されたのかを研究するのには、そもそも中
国古典歌謡文学に対する知識が必要である。
本研究は、中国古典歌謡文学の中でも詞曲に
対象を限定することで、効率的に研究成果を

発表することを目指した。そこで明代の詞曲
に関する研究をおこない、「『呉騒三集』につ
いて」・「名古屋大学文学部図書館蔵『楽府遴
奇』について」・「明代の檃括とその周辺」の
３論文を発表した。こうした明代の詞曲研究
は、ベトナムにおける詞の受容を考える上で、
大変有益な前提となった。「ベトナム西山朝
の潘輝益と詞牌楽春風」では、明代末期の『国
色天香』という書物が、ベトナムにおける詞
の受容に大きな役割を果たしたことを論じ
たが、こうした知見は「『呉騒三集』につい
て」・「名古屋大学文学部図書館蔵『楽府遴奇』
について」・「明代の檃括とその周辺」のよう
な明代の詞曲研究が基礎にあったことによ
り得られた。 
 
(2)ベトナムの漢喃研究院において、漢籍調
査をおこない、ベトナムにおける詞の受容に
ついて関連する資料を収集した。「越南漢喃
研究院図書館蔵『楽府探珠』と阮綿審『鼓枻
詞』」には、漢喃研究院における資料調査の
成果が多く反映されている。ベトナムにおけ
る詞の大成者として筆頭に挙がるのは、阮朝
の皇子阮綿審である。この阮綿審の詞集『鼓
枻詞』は、ベトナムでは散佚してしまい現存
せず、中華民国二十五年に中国で発刊された
雑誌『詞学季刊』第三巻第二号に収録された
もののみが残されている。なぜ阮綿審の詞集
『鼓枻詞』が、ベトナムには現存せず、かえ
って中国に残されているのだろうか。ベトナ
ムの阮朝は、如清使と呼ばれる使節を清朝へ
頻繁に派遣していた。この如清使は、中国へ
赴く際、『鼓枻詞』を携帯して行き、途上で
出会う清朝の文人にこれを示し、添削を求め
ていたことが、中国側の様々な文献から分か
る。『詞学季刊』に収録される『鼓枻詞』の
底本は、如清使が途上で清朝文人に添削を求
めた際、その文人が書き留めておいたもので
ある。また『詞学季刊』は、所々に異文を併
記する。この併記された異文というのは、つ
まり清朝文人が添削を加えた痕跡であるこ
とを本論では指摘した。ところで漢喃研究院
が所蔵する『楽府探珠』には、阮綿審の詞が
いくつか採録されているが、文字は『詞学季
刊』が異文とする方を採用している。また『詞
学季刊』に収録されない阮綿審詞を収録する。
『楽府探珠』が編纂に際して参考にした『鼓
枻詞』は、『詞学季刊』の底本よりも後に編
集されたものであるはずだ。如清使は、『詞
学季刊』の底本になったテキストを持ってベ
トナムへと帰還した。阮綿審はその添削の跡
を見て、自作を修正した。またその後に新た
に詞を作った。それらが『楽府探珠』の収録
する阮綿審詞には反映されている。 
 
(3)ベトナム詞の集大成者阮綿審は阮朝に活
躍したが、その前朝に当たる西山朝ではどの
ように詞が受容されたのか。「ベトナム西山
朝の潘輝益と詞牌楽春風」では西山朝の潘輝
益が、清朝乾隆帝の８０歳を祝賀する詞を製



作する際に、どのような書物を手本にしたの
かを考察した。潘輝益は大変特殊な詞牌を使
用しており、このことからおそらく明代末期
の通俗類書『国色天香』を手本にした可能性
が高い。この研究成果は、「『呉騒三集』につ
いて」・「名古屋大学文学部図書館蔵『楽府遴
奇』について」・「明代の檃括とその周辺」の
ような明代詞曲研究の基礎の上に成り立っ
ており、本論では明代詞曲研究とベトナム漢
文学研究とを融合して論じることに成功し
た。潘輝益が、通俗類書を参考にして詞を製
作したことは、詞譜のような詞を作る際に用
いる基本的な書物が手元になかったことを
意味する。このことは、ベトナムにおいて詞
が盛んに受容されてこなかったことを示す。
この後、阮綿審が出現して、ベトナムの詞は
高い水準に至る。この間にどのような詞籍が
ベトナムに伝来し、いかなる詞学の蓄積の上
で、阮綿審の詞が現れたのかは、検討に値す
るテーマである。 
 
(4)ベトナムの漢喃研究院には、日本に関連
する資料もいくつか所蔵されている。本研究
の中心課題からは外れるが、こうした資料に
ついても調査をおこない、その成果を「ベト
ナム漢喃研究院図書館所蔵の『日本維新列家
慷慨詩』および福田英子「致薛錦琴書」につ
いて」として発表した。ベトナムの漢喃研究
院に所蔵される『日本維新列家慷慨詩』を、
その始点にまで遡ると西村三郎『近古慷慨家
列伝』にたどり着く。しかし、『日本維新列
家慷慨詩』は、この『近古慷慨家列伝』を直
接参考にして編纂されたものではない。日清
戦争後、中国は近代化を目指し、大量の和書
を漢訳するようになった。その中に、『近古
慷慨家列伝』の漢訳本である趙必振訳述『日
本維新慷慨史』がある。この漢訳の出版には、
梁啓超が深く関わっている。この頃、ベトナ
ムでは梁啓超の論説がよく読まれており、梁
啓超が関係した『日本維新慷慨史』もおそら
くベトナムに伝来していた。ベトナムの漢喃
研究院が所蔵する『日本維新列家慷慨詩』は、
この漢訳本『日本維新慷慨史』から、漢詩文
のみを抽出して編纂されたものである。趙必
振は『日本維新慷慨史』凡例において、この
書物によって明治維新の実情を知らせ、中国
の近代化に役立てることが目的だと説いて
いる。ところが『日本維新列家慷慨詩』を編
纂した人物は、明治維新の実情が述べられた
部分を削除し、その漢詩文のみを抽出してい
る。ベトナムの阮朝は、元々清朝の冊封体制
の下にあり、阮朝文人にとって国外との交渉
とは漢詩文の応酬のことであった。その後、
ベトナムはフランスの植民地統治下に入り、
いかに西洋列強と対峙するのかが主要な問
題となった。『日本維新列家慷慨詩』を編纂
した人物にとって、いかに西洋列強と対峙す
るのかという問題意識はまだ希薄であり、漢
詩文の応酬を中心とする旧思想の観点に立
脚して、中国から伝来した新思想を伝える

『日本維新慷慨史』を読んでいたと言える。
また『日本維新列家慷慨詩』の末尾には、日
本の婦人解放運動の魁として知られる福田
英子が、上海の一少女薛錦琴に宛てた書簡が
附されている。これも梁啓超が深く関わった
漢文雑誌『清議報』に掲載されたものが、ベ
トナムに伝来し、書き写されたのだと思われ
る。『清議報』に掲載された数ある記事の中
から、福田英子の書簡を抜き出したと言うこ
とは、この記事に特別な価値を見出したと言
うことである。1900 年前後の東アジアにおけ
る女性解放運動を包括的に論じようとする
際に、ベトナムにおける漢文雑誌を通じた女
性論の受容は、検討に値するテーマである。
この研究によって、漢文を通じて日本・中
国・ベトナムの三国が結びつく現象を論じる
ことができた。もしも今後も研究を継続する
機会が与えられるのならば、東アジア漢文学
へと研究を発展させていきたいと考えてい
る。 
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